
国
際
ソ
ロ
プ

チ
ミ
ス
ト
府
中

（
府
中
市
元
町

４
４
５
｜
１
、府

中
商
工
会
議
所

内
、
寺
岡
慈
子

会
長
、
電
０
８

４
７
・
45
・
８

２
０
０
）
は
12

月
17
日
、「
福
山

大
学
学
友
会
Ｙ

Ｒ
Ｃ
部
」
が
行

っ
て
い
る
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

貢
献
活
動
を
顕
彰
し
、
ク
ラ
ブ
賞
を

贈
っ
た
＝
写
真
。

11
年
前
に
創
部
し
、
08
年
か
ら
地

域
の
ゴ
ミ
拾
い
活
動
を
始
め
た
。
現

在
は
福
山
駅
・
松
永
駅
・
芦
田
川

な
ど
で
月
３
回
行
っ
て
い
る
。
ま
た

月
１
回
以
上
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
運

営
を
手
伝
っ
て
い
る
。
昨
年
は
68
人

の
部
員
が
手
分
け
を
し
、
年
間
で
65

回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

た
と
い
う
。

表
彰
式
に
は
小
野
拓
也
前
部
長

（
21
）
が
出
席
、

表
彰
状
や
報
奨

金（
５
万
円
）が

手
渡
さ
れ
た
。

小
野
さ
ん
は
同

大
人
間
文
化
部

人
間
文
化
学
科

３
年
生
で
、「
地

道
な
活
動
が
評

価
さ
れ
て
嬉
し

い
。
報
奨
金
は
現
地
ま
で
の
交
通
費

や
ゴ
ミ
袋
代
に
充
て
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。
ま
た
、
今
ま
で
の
活
動
を

通
し
、
商
工
会
議
所
や
青
年
会
議
所

ら
企
業
人
と
の
交
流
や
人
脈
を
得

て
、
将
来
に
対
す
る
現
実
的
な
夢
も

描
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
話
す
。

「
将
来
は
人
の
役
に
立
つ
仕
事
が
し

た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
華
（
福
山
市
駅
家
町

江
良
２
６
７
｜
１
、
電
０
８
４
・
９

７
６
・
６
２
２
２
）
で
１
月
10
日
ま

で
、
尾
道
市
御
調
町
在
住
の
前
衛
書

家
・
川
上
大
雪
（
一
行
）
展
を
開
い

て
い
る
＝
写
真
。

川
上
さ
ん
＝
顔
写
真
＝
は
毎
日

書
道
会
会
員
で
、
日
本
書
道
文
化
協

会
主
催
「
全
日
本
新
駿
書
道
展
」
で

大
賞
も
受
賞
。
30
点
程
の
掛
け
軸
や

額
、
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
し
て
い

る
。川

上
さ
ん
の
作
品
は
、
思
い
の
こ

も
っ
た
語
句
や
フ
レ
ー
ズ
を
、
力
い

っ
ぱ
い
に
気
持
ち
を
込
め
て
書
き

上
げ
る
の
が
特
長
。
ど
の
作
品
も
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
情
熱
に
あ
ふ
れ

て
い
る
。
今
回
は
特
に
、
仏
画
が
書

か
れ
た
掛
け
軸
の
下
に
霊
妙
な
趣

で
般
若
心
経
を
書
き
添
え
た
作
品

が
評
判
だ
。
今
年
四
国
巡
礼
を
行
っ

た
折
に
知
り
合
っ
た
仏
画
作
家
と

の
合
作
だ
と
い
う
。
川
上
さ
ん
の
話

「
新
し
い
年
に
向
か
い
、
新
境
地
の

作
品
が
で
き
た
。
ぜ
ひ
一
度
お
立
ち

寄
り
く
だ

さ
い
」。

営
業
は

午
前
10
時

か
ら
午
後

５
時
ま
で
。
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先
の
衆
議
院
選
挙
に
お
い
て
、
原

発
と
今
後
ど
の
よ
う
に
付
き
合
う

か
と
い
う
大
き
な
争
点
が
あ
っ
た
。

即
時
脱
原
発
・
卒
原
発
・
原
発
フ

ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
等
、
様
々
な
政
策
が

打
ち
出
さ
れ
た
。
私
は
、
原
発
は
核

兵
器
と
同
じ
「
必
要
悪
」
だ
と
考
え

て
い
る
。
必
要
悪
だ
か
ら
で
き
れ
ば

減
ら
し
た
い
と
思
う
が
、
化
石
燃
料

に
過
度
に
依
存
す
る
こ
と
も
リ
ス

ク
が
大
き
い
。
選
挙
の
結
果
を
見
れ

ば
、
民
意
は
性
急
な
脱
原
発
を
拒
否

し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

私
は
「
創
エ
ネ
」
と
し
て
、
我
が

家
に
シ
ャ
ー
プ
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
・
寺
田
鉄
工
所
の
太
陽
熱
温
水

器
・
小
畠
の
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設
置

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
で
き

る
限
り
導
入
し
て
い
る
。
反
対
に

「
省
エ
ネ
」と
し
て
は
、エ
ア
コ
ン
は

熱
帯
夜
の
み
使
用
し
、
猛
暑
の
日
は

水
路
の
水
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
て

庭
に
散
水
し
て
凌
ぎ
、
主
た
る
移
動

手
段
は
自
転
車
、
車
は
薪
を
運
ぶ
た

め
に
ト
ラ
ッ
ク
に
し
た
。
別
に
苦
痛

で
は
な
い
が
、
も
う
趣
味
の
世

界
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
し
て
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
自
足
に
は
ほ

ど
遠
い
の
が
現
実
だ
。し
か
し
、

自
転
車
は
健
康
に
も
良
い
し
、

薪
ス
ト
ー
ブ
の
炎
は
癒
し
効
果

満
点
で
あ
り
、
大
い
に
満
足
し

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
国
民
の
多
く
が

進
ん
で
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
量
消

費
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え

な
け
れ
ば
脱
原
発
は
不
可
能
で
は

な
い
か
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
徐
々

に
原
発
か
ら
シ
フ
ト
し
て
い
く
事

は
必
要
と
多
く
の
国
民
は
感
じ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
は
政
策
的
誘
導

が
必
要
で
あ
っ
て
、
代
表
的
な
例
が

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
固
定
価
格
買

い
取
り
制
度
」
だ
ろ
う
。
瀬
戸
内
の

長
い
日
照
時
間
を
有
効
活
用
し
よ

う
と
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
が
活
発

化
し
て
い
る
。
福
山
市
も
車
社
会
か

ら
自
転
車
の
似
合
う
街
へ
の
転
換

策
と
し
て
、
駅
前
通
り
に
自
転
車
道

が
整
備
さ
れ
た
し
、
尾
道
市
で
は
電

動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
購
入
補
助

制
度
、
広
島
市
で
は
「
の
り
ん
さ
い

く
る
」
と
い
う
地
域
の
自
転
車
を
共

有
す
る
社
会
実
験
を
実
施
中
だ
。
神

石
高
原
町
や
庄
原
市
に
は
バ
イ
オ

マ
ス
熱
利
用
と
し
て
、
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
の
購
入
補
助
制
度
が
あ
る
。

国
民
の
一
人
一
人
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
対
す
る
意
識
を
変
え
る
と
い

う
、
そ
の
覚
悟
を
持
ち
た
い
も
の

だ
。

創
エ
ネ
と

省
エ
ネ
の
ス
ス
メ

祐介の目祐介の目祐介の目
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前
衛
書
家
川
上
大
雪
展

仏
画
と
コ
ラ
ボ
作
品
も

ギ
ャ
ラ
リ
ー
華


